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公立図書館は「有害図書類」をどのように考えて取り扱っているのか 

 

安光裕子（山口県立大学）・藪本知二（山口県立大学） 

 

１．はじめに 

  

公立図書館は，青少年健全育成条例（以下「条例」）に基づいて指定された「有害図書

類」をどのように取り扱えばよいのだろうか． 

この問いの解を導き出すために，これまで本研究者は，愛知県（2006年）や山口県（2013

年）などの公立図書館を対象に調査をし，その調査結果を分析・検討してきた．2019年に

は，調査対象館を全国に広げ，都道府県立および市立の中央館 852館を対象にアンケート

調査を行い，この調査結果について分析・検討を行ってきた．調査は，自記式質問紙調査

法を用い，郵送にて，調査紙を調査対象館の館長あてに送付し，その回答を回収した．回

答数は 465館で，回収率は 54％であった． 

本発表では，そもそも公立図書館が有害図書類を取り扱うにあたっては，どのような考

えに基づいて行っているのかを明らかにしたい．どのような考えにより公立図書館の有害

図書類の取扱いを行うのかは，各調査項目の関係性などに焦点を合わせた分析・検討によ

り浮かび上がらせる． 

 なお，データ分析には，SPSS Modeler 14.1 Chaid を用いた．  

 

２．調査項目間相互の関係性 

  

 上記の調査項目のうち，①有害図

書類の収集，②①の理由，③青少年

の有害図書類の閲覧，④③の理由，

⑤大人の有害図書類の閲覧，⑥⑤の

理由，⑦青少年への有害図書類の貸

出，⑧⑦の理由，⑨大人への有害図

書類の貸出，⑩⑨の理由，⑪有害図

書類の除籍・廃棄，⑫⑪の理由，⑬

図書館の自由に関する宣言（以下「自

由宣言」）の位置づけ，⑭自由宣言

ポスター，⑮他県有害図書類の収集，

⑯⑮の理由，⑰青少年の他県有害図

書類の閲覧，⑱⑰の理由，⑲青少年

への他県有害図書類の貸出，⑳⑲の

理由，以上 20項目間相互の関係性に

ついてデータ分析を行った．分析に

あたり，目的変数を①，②，③，⑥

とした． 

■1.000：収集する 
■2.000：収集しない 
■3.000：その他 
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2.1 目的変数を「①有害図書類（自県の有害図書類）の収集」にする場合（図１） 

（１）⑮他県の有害図書類の収集の態度について  

（a）収集する館が自県の有害図書類を収集する割合は，４割である． 

（b）収集しない館が自県の有害図書類を収集しない割合は，100％である． 

（２）⑮他県の有害図書類を収集する館が 

（a）自県の有害図書類の収集の態度を選択する理由に，条例に基づいて有害指定を受け 

  たことを挙げていない場合，自県の有害図書類を収集する割合は，約６割である． 

（b）自県の有害図書類の収集の態度を選択する理由に，条例に基づいて有害指定を受け 

   たことを挙げている場合，自県の有害図書類を収集する館は，ない． 

（３）以上のことから，自県の有害図書類を収集する態度に比較的影響を与えているのは，

他県の有害図書類を収集する場合，自県の有害図書類の収集の態度を選択する理由に，

条例に基づいて有害指定を受けたことを挙げていることである． 

 

2.2 目的変数を「③青少年の有害図書類の閲覧」にする場合（図２） 

（１） 大人の有害図書類の閲覧の態度について 

（a）無制限で閲覧させる館が，青少年に無制限で閲覧をさせる割合は，約３割である． 

（b）条件付きで閲覧させる館が，青少年の閲覧を禁止する割合は，５割を超える程度で

ある． 

（c）禁止する館が，青少年に閲覧を禁止する割合は，100％である． 

（２）大人に有害図書類を無制限で閲覧させる館が 

（a-1）青少年の閲覧の態度を選択する理由に，条例に基づいて有害指定を受けたことを

挙げていない場合，青少年に有害図書類を無制限で閲覧させる割合は，５割近くあ

る． 

（a-2）前記（a-1）の場合で，他県の有害図書類を青少年に無制限で閲覧させるときは，

青少年に有害図書類を閲覧させる割合は，３分の２を超える程度である． 

■1.000：閲覧無制限 
■2.000：条件付き閲覧 
■3.000：閲覧禁止 
■4.000：その他 
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（b）青少年の閲覧の態度を選択する理由に，条例に基づいて有害指定を受けたことを挙

げている場合，青少年に有害図書類の閲覧を禁止する割合は，９割近くある． 

（３）大人に条件付きで閲覧させる館が 

（a）青少年の有害図書類の閲覧の態度を選択する理由に，条例に基づいて有害指定を受

けたことを挙げていない場合，青少年に条件付きで閲覧させる割合は，８割近くある． 

（b）青少年の有害図書類の閲覧の態度を選択する理由に，条例に基づいて有害指定を受

けたことを挙げている場合，青少年に閲覧を禁止する割合は，９割を超えている． 

（４）以上のことから，青少年に有害図書類の閲覧を禁止することに比較的影響を与えて

いるのは，大人に有害図書類の閲覧を禁止しているという態度であり，青少年の有害図

書類の閲覧の態度を選択する理由に，条例に基づいて有害指定を受けたことを挙げてい

ることである． 

 

2.3 目的変数を「⑤大人の有害図書の閲覧」にする場合（図３） 

（１）青少年の有害図書類の閲覧の態度について 

（a）無条件で閲覧させる館は，大人に有害図書類を無制限で閲覧させる割合が，100％

である． 

（b）条件付きで閲覧させる館は，大人に有害図書類を条件付きで閲覧させる割合が，３

分の２である． 

（c-1）閲覧を禁止する館は，大人に有害図書類を無制限で閲覧させる割合が，４割近く
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ある．大人に閲覧を禁止する割合は，３分の１足らずにとどまる． 

（c-2）閲覧を禁止する館は，大人に有害図書類の閲覧を禁止する割合が，３分の１にと

どまる． 

（２）上記（１）（c-1）および（c-2）の青少年に有害図書類の閲覧を禁止する館について， 

（a）大人の有害図書類の閲覧の態度を選択する理由に，条例に基づいて有害指定を受け

たことを挙げていない場合は，大人に無条件で閲覧させる割合は，５割を超える程度

である． 

（b）大人の有害図書類の閲覧の態度を選択する理由に，条例に基づいて有害指定を受け

たことを挙げている場合，大人に閲覧を禁止する割合は，約４分の３である． 

（３）以上のことから，大人に無条件で有害図書類を閲覧させることに比較的影響を与え

ているのは，青少年に無制限の有害図書類の閲覧をさせるという態度である．また，

大人に有害図書類の閲覧を禁止することに比較的影響を与えているのは，青少年に有

害図書類の閲覧を禁止する館については，大人の有害図書類の閲覧の態度を選択する

理由に，条例に基づいて有害指定を受けたことを挙げていることである． 

 

2.4 目的変数を「⑪有害図書類の除籍・廃棄」にする場合（図４） 

（１）有害図書類の除籍・廃棄の理由に 

（a）条例に基づいて有害指定を受けた 

    ことを挙げていない場合，所蔵して 

    いる有害図書類を除籍・廃棄しない 

    割合は，３分の２である． 

（b）条例に基づいて有害指定を受け 

    たことを挙げている場合，所蔵して 

    いる有害図書類を除籍・廃棄する割 

    合は，３分の２近くである． 

（２）以上のことから，所蔵している有 

   害図書類の除籍・廃棄の態度に比較的 

   影響を与えているのは，条例に基づい 

   て有害指定を受けたか否かというこ  

   とである． 

 

３．おわりに 

 

 以上の４つの目的変数についての分析・検討から次のことが示唆される．すなわち，公

立図書館において有害図書類の取扱いに比較的影響を与えているのは，条例に基づいて有

害指定を受けたことである． 

 なお，目的変数の調査項目で無回答・無効回答の館は，データ分析から除外されている． 

 

本研究におけるデータ分析については，山口県立大学看護栄養学部教授 甲原定房氏の助

力を得た．ここに感謝の意を表する． 

■1.000：除籍・廃棄する 
■2.000：除籍・廃棄しない 
■3.000：その他 
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